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道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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第
十
三
回
水
源
の
森
国
際
音
楽
祭
（
主

催
・
東
富
士
七
里
太
鼓
保
存
会
）
が
今
年

も
八
月
十
日
か
ら
三
日
間
村
営
水
源
の
森

で
開
催
さ
れ
、
創
立
以
来
今
年
で
二
十
四

年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
間
、
県
内
外
は
も
と
よ
り
、
日
本

を
代
表
す
る
民
俗
芸
能
と
し
て
、
東
南
ア

ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
世

界
各
国
で
公
演
を
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
一
昨
年
は
、
カ
ナ
ダ
の
ナ
イ
ヤ
ガ

ラ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
に
お
い
て
「
カ
ナ
ダ
ジ

ャ
パ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」
に
参
加
し
て
の
公
演

も
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

地
域
の
伝
統
芸
能
と
し
て
太
鼓
を
通

し
、
国
際
交
流
、
文
化
交
流
の
た
め
、
世

界
各
国
で
の
親
善
と
、
道
志
村
の
文
化
と

心
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

初
日
の
音
楽
祭

の
ス
テ
ー
ジ
は
各

国
で
も
有
名
な
楽

器
と
演
奏
、
タ
ッ

プ
ダ
ン
ス
、
タ
イ

の
踊
り
と
音
楽
、

女
性
特
有
の
ダ
ン

ス
「
ベ
リ
ー
ダ
ン

ス
」
天
吹
地
打

（
中
国
の
笛
や
、

ききれれいいなな水水はは美美ししいい森森かからら
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打
楽
器
の
演
奏
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
の
文
化
や
伝
統
を
多
く
の
人
に
紹
介

し
、
ま
た
広
め
る
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い

る
人
達
が
集
ま
り
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
東
富
士

七
里
太
鼓
の
演
奏
が
行
な
わ
れ
、
迫
力
あ

る
演
技
に
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
お
こ
り

ま
し
た
。
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り
ま
せ
ん
。
俳
句
の
世
界
で
は
、
秋
の

初
風
を
い
う
場
合
も
あ
り
、
晩
秋
の
身

に
し
み
る
よ
う
な
冷
た
い
風
を
い
う
場

合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

「
秋
」
と
読
み
方
が
同
じ

「
愁
（
し
ゅ
う
、
う
れ
い
）
」
、

「
飽
き
」
に
か
け
て
、
う
れ
い

を
含
ん
だ
風
の
意
味
で
「
愁

風
」
、
心
の
破は

綻た
ん

が
あ
る
と
い

う
意
味
で
「
飽
き
風
」
と
詠
ん
だ
詩
や

句
が
、
昔
か
ら
多
く
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。

七
日
前
後
が
そ
の
時
期
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
生
暖

か
っ
た
風
に
も
冷
た
さ
が
加
わ
り
ま
す
。

「
秋
風
」
と
は
、
文
字
ど
お
り
秋
に

吹
く
風
を
指
し
ま
す
が
、
夏
や
冬
の
季

節
風
の
よ
う
に
定
ま
っ
た
風
向
き
は
あ

秋
風
を
色
に
配
し
て
白
、
素そ

風ふ
う

と
呼

ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

石
山
の
　
石
よ
り
白
し
　
秋
の
風
　

芭
蕉

こ
れ
は
、
白
露
を
連
想
さ
せ
る
白
く

光
っ
た
風
で
す
。
実
体
の
な
い
風
に
色

を
与
え
る
こ
と
で
、
そ
の
特
色
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
た
句
で
す
。

同
じ
秋
に
吹
く
風
で
あ
る
台
風
や
、

初
冬
の
木
枯
ら
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

風
を
色
に
た
と
え
て
み
る
の
も
面
白
い

で
す
ね
。

秋秋秋秋 風風風風

北
日
本
な
ど
一
部
の
地
域
を
除
く
と
、

九
月
初
旬
は
ま
だ
夏
の
内
。
残
暑
に
悩

ま
さ
れ
る
日
が
続
き
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
朝
方
や
夕
暮
れ
ど
き
な
ど
、
ふ
と
秋

の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。や

が
て
、
夜
が
だ
ん
だ
ん
と
長
く
な

り
、
朝
夕
が
冷
え
込
み
、
露
の
降
り
る

日
も
現
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
秋
気
が

募
っ
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
秋
の
訪
れ
を
、
二
十
四
節
気

で
は
「
白
露
」
と
い
い
、
新
暦
の
九
月

歳
時
記

二
日
目
は
、さ
か
な
と
遊
ぼ
う
、

小
中
学
生
以
下
に
よ
る
、
ま
す
、

う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り
が
ジ
ャ
ブ

ジ
ャ
ブ
池
で
行
な
わ
れ
、
大
勢
の

人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
源
の
森
で
は
、十
一
日
、

十
二
日
の
二
日
間
、
絵
手
紙
教
室
や
、
竹

細
工
教
室
、
和
紙
、
紙
す
き
教
室
が
行
な

わ
れ
、
指
導
さ
れ
た
作
品
を
仕
上
げ
て
い

る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

二
日
目
の
会

場
ス
テ
ー
ジ
に

お
い
て
は
、
道

志
の
民
俗
芸
能

神
地
若
連
に
よ

る
神
楽
や
「
富

士
山
弦
会
」
に

よ
る
津
軽
三
味

線
、
サ
ン
バ
・

ザ
・
ケ
ー
シ
ー

ラ
ン
キ
ン
楽

団
、
東
富
士
七

里
太
鼓
な
ど
が

演
奏
さ
れ
、
そ
の
響
き
の
音
は
、
夜
の
し

じ
ま
の
山
里
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
総
勢
約
二
百
名
の
音
楽
に
感

心
の
あ
る
人
が
集
ま
り
、
音
楽
祭
も
賑
や

か
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
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基本健診・がん検診を受けましょう！！

実　施　日

9 月 13日（木）

時　　　間

午前 8:00～10:00

午前 8:00～10:00

午前 9:00～12:00

午前 8:00～ 9:30

検 査 の 種 類

基本健診（日赤病院）

胃 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診

肝がん検診（超音波）

検 査 料

9,450

4,027

1,810

3,242

村 負 担

8,450

3,527

1,310

2,742

自己負担

1,000

500

500

500

検 診 で わ か る 病 気

高血圧・心臓病、肝臓病等の成人病

胃、十二指腸潰瘍、ポリープ、炎症、がん等

小・大腸炎症、がん等

胆のう、肝臓、膵臓等の異常

検　査　項　目

胃 が ん 検 診

腹 部 エ コ ー 検 診

基 本 健 診

大 腸 が ん 検 診

場　　　　所

旧唐沢小学校校舎

〃

〃

〃

※大 腸 が ん 検 診 希望する方は役場環境保健課に採便する容器がありますので取りにきて下さい。
（自己負担金500円です）
事前に渡された容器に２日間採便して、必ず問診票と一緒に
13日の午前９時３０分までに旧唐沢小学校へ届けて下さい。

※基 本 健 診 がん検診を受診される方は朝食をとらないで下さい。

※上記以外にも次のような検診がありますので都合の良いものを受診して下さい。

※希望される方は別紙様式に希望日を記入して自己負担金8､000円と一緒に環境保健課へ申し込んで
下さい。（必ず第1希望、第2希望を記入して下さい。）

※検便の容器等、詳細については役場から本人に郵送します。

※当日検診は8時30分から始まります。（各自で病院に行って下さい）

自分の健康は自分で守る

健康なときこそ健診を受けましょう。

基本健診・がん検診を受けましょう！！

検 査 料 金

実　　施　　日

10月 2日・ 5日

9日・12日

16日

対　象　者

35才・45才

55才・60才

65才

場　　　所

山梨赤十字病院

村　負　担

男　25,600

女　34,981

自己負担

8,000

働きざかり花の実年検診

（70才以上の方は無料です。）
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当
日
の
朝
ま
で
主
催
者
を
悩
ま
せ
た
天

候
も
、
実
施
す
る
と
決
定
さ
れ
る
や
、
俄

か
に
好
転
に
向
い
絶
好
の
日
和
の
中
、
今

年
も
昨
年
と
同
数
の
二
十
九
チ
ー
ム
（
総

勢
二
百
名
の
児
童
生
徒
）
が
参
加
し
て
、

八
月
十
二
日
（
日
）
村
民
グ
ラ
ン
ド
に
於

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
子
供
達
が
道
志
村
の
良

い
環
境
の
中
で
、
心
身
共
に
健
や
か
に
育

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
青
対
本
部
と
村

民
会
議
が
共
催
で
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

審
判
団
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
（
十
八
名
）

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
、
和
や
か
な
中
に

も
厳
正
な
ゲ
ー
ム
が
楽
し
く
進
み
ま
し
た
。

育
成
会
の
役
員
も
含
め
、
文
字
ど
お
り

青青青青少少少少年年年年ふふふふれれれれああああいいいい
ゲゲゲゲーーーートトトトボボボボーーーールルルル大大大大会会会会

乳乳乳乳ががががんんんん・・・・子子子子宮宮宮宮ががががんんんん検検検検診診診診
をををを行行行行いいいいまままますすすす！！！！

暑い夏もそろそろ終わり、食欲、ス

ポーツ、読書の秋が始まります。

村では、この秋も、乳がん・子宮が

ん検診を行います。

近年、食生活の欧米化などにより、

乳がん、子宮がんが増えています。し

かし、早期に発見することで、100％治

るともいわれます。

対　象 30歳以上の女性

費　用 500円

※検診当日　保健婦と一緒に自己検診

法を覚えましょう。

注意事項

当日、受診できない方は、施設検診を

お受け下さい。役場で施設検診用受診

票を受けとり、各自で、指定の医療機

関で受診して下さい。

尚、自己負担金は500円です。

問い合わせは役場環境保健課まで。
（TEL 52－2111）

「健康日本21」では、9つの分野にそれぞれの達成目標を設定して
います。

栄養・食生活
栄養、食生活は健康の基本。目標は、適正な食物の摂取、そのための
個人の行動の改善、その行動を支援するための環境づくりです。

身体活動・運動
身体活動や運動は、生活習慣病の発生を予防する効果があります。日
常生活での身体活動に対する意識や運動習慣の増加が目標です。また、
高齢者の方の、積極的な外出や地域活動への参加も併せて目標として
います。

休養・こころの健康づくり
こころの健康は、生活の質を大きく左右します。目標は、ストレスの
低減、睡眠の確保、自殺者の減少です。

たばこ
喫煙は、がんや循環器病など多くの病気や妊娠にも関連した危険因子
です。目標は、たばこの健康影響についての十分な知識の普及、未成
年者の喫煙防止、分煙、禁煙希望者に対する禁煙支援です。

アルコール
アルコールは、慢性的に摂取し続けると臓器の健康に大きな影響を与
えます。目標は、多量飲酒者の減少、未成年の飲酒防止、節度ある適
度な飲酒についての知識の普及です。

歯の健康
食事や会話を楽しむためにも、歯の健康は重要。目標は、歯の喪失原
因となる蝕や歯周病の予防、歯の喪失防止などです。

糖尿病
日本の糖尿病患者数は、生活習慣と社会の変化に伴って急激に増加し
ています。また、糖尿病はひとたび発病すると完全な回復は難しく、
放置すると重大な合併症を引き起こしかねません。目標は、糖尿病予
防のための生活習慣の改善、糖尿病の早期発見と治療の継続です。

循環器病
循環器病は、日本の主な死亡原因の一つで、後遺症のために生活を阻
害する要因ともなっています。目標は、循環器病の発病を防ぐための
生活習慣の改善、その早期発見です。

が　ん
がんは、日本最大の死亡原因であり、総死亡の約三割を占めています。
目標は、がん早期発見のための、がん検診の受診者増加、併せてがん
を防ぐための生活習慣の改善です。

9月は健康増進普及月間 健 康 日 本 21

生活習慣を見直して、健康な生活を

1

2

3

4

5

6

7

8
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月　日

9月18日（火）

10月 2日（火）

場　　所

中央公民館（竹之本）

山光荘（下白井平）

時　 間

受付・午後1時30分
～3時

診察・午後2時～

三
世
代
が
一
堂
に
会
し
交
流
を

深
め
た
有
意
義
な
一
日
で
し

た
。大

会
成
績

優
　
勝

―

川
原
畑
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝

―

長
幡
西
Ａ
チ
ー
ム

第
三
位

―

神
地
　
Ｄ
チ
ー
ム

来
賓
の
方
々
始
め
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
御
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第15回
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道
志
村
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
、
四

月
一
日
付
け
で
水
源
林
管
理
所
長
に
赴

任
し
ま
し
た
。

山
梨
県
出
身
の
「
小
田
切
」
と
申
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

緑
と
清
流
を
守
る
た
め
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
村
当
局
及
び
村
民

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
早
い
も
の
で
着
任
五
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
祭
り
、
マ
ス
釣

大
会
な
ど
へ
の
お
招
き
、
私
的
公
的
に

お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

間
に
村
や
関
係
機
関
の
様
子
な
ど
が
だ

ん
だ
ん
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
水
源
か

ん
養
林
の
経
営
管
理
や
役
場
と
の
関
わ

り
、
道
志
村
の
こ
と
な
ど
を
勉
強
し
、

皆
様
と
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
正
五
年
に
道
志
村
と
の
友
好
関
係

が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
先
輩
た
ち
が

営
々
と
築
い
て
き
た
こ
の
良
き
伝
統
を

職
員
と
共
に
、
更
に
進
展
さ
せ
る
た
め

の
橋
渡
し
役
を
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

所
存
で
す
。

『
今
秋
の
十
月
八
日
に
は
道
志
村
の

協
賛
を
得
て
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の
幕
開
け

を
記
念
し
、
道
志
村
と
の
交
流
を
図
る

た
め
一
千
人
に
よ
る
一
万
本
の
広
葉
樹

を
植
樹
す
る
「
道
志
・
森
未
来
植
樹
祭
」

で
す
。
当
日
は
「
村
体
育
祭
」
の
翌
日

で
お
疲
れ
と
思
い
ま
す
が
参
加
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
様
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
な
ん
と
し
て
も

天
候
に
恵
ま
れ
て
成
功
さ
せ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。』

私
は
山
梨
県
敷
島
町
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
昇
仙
峡
の
下
流
側
の
県
魚
苗

セ
ン
タ
ー
か
ら
約
一
km
ほ
ど
下
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
南
に
富
士
、
西
に
南
・
中

央
ア
ル
プ
ス
、
甲
斐
駒
、
八
ヶ
岳
、
北

に
金
峰
山
を
仰
ぐ
、
緑
と
清
流
の
な
か

で
育
ち
ま
し
た
。
二
十
年
程
前
か
ら
神

奈
川
県
綾
瀬
市
に
妻
と
三
人
の
子
供
と

住
ん
で
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
、
単
身

赴
任
で
管
理
所
構
内
の
公
舎
に
金
帰
月

来
で
住
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
三
十
七
年
に
入
局
、
建
設
・
配

水
・
管
財
・
浄
水
部
な
ど
に
勤
務
、
特

に
平
成
元
年
か
ら
四
年
間
は
管
財
課
に

所
属
し
、
道
志
村
に
は
色
々
な
工
事
や

調
査
で
き
て
い
ま
し
た
の
で
水
源
地
の

様
子
に
つ
い
て
常
に
感
心
（
同
郷
心
）

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

趣
味
は
園
芸
（
最
近
は
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
）
と
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は

何
で
も
好
き
で
す
が
、
健
康
を
か
ね
て

地
域
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
ゴ
ル
フ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

皆さんはじめまして皆さんはじめまして

水源林管理所長 小田切 光文

道志・森未来植樹祭式典会場案内図

道志・森未来植樹祭
式典会場 (林間広場)

植樹会場


